
（′1）

町め人口
（48年6月＊現在）

人　口　23，853
男11，590
女12，268

世帯数　6，926

1月15日（1973）

曹ＩＮｏ．297車

毎月車回各家庭に配布

水巻町長　伊藤衛門　尉　東　水巻町住民相談室（電話601局4321〕印　刷　冷牟田印刷合資会社

7・8月の日曜在宅医
7月22日　中村医院　内・児科　下ニ　691－5820

29日　小田医院　内・児科　頃未　69ト0749
8月5日　伊藤医院　皮ふ科　頃宋　69ト0749

12日　長谷川医院　眼　科　樋口　69ト1017
19日　入江医院　外　科　頃末　601－3320
26日　渡辺医院　外　科　頃宋　69ト2616

※診察時間は9時～17時原則として往診はしません。

発　行　福岡県遠賀郡水巻町　．発行人

子
供
た
ち
の
楽
し
い
夏
休
み
の
あ
る
七
、
八
月
、
海
・
山
に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
季
節
が

き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
夏
の
季
節
は
、
一
面
で
は
性
犯
罪
や
少
年
の
非
行
化
、
水
の
事
故
、
交
通
事
故
か
多
発
す

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
の
注
意
で
こ
の
よ
う
な
犯
罪
や
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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気
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．
．
日

九
州
管
区
行
政
監
察
局
で
は
、
七

月
二
十
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
、

棺
衰
鮎
錮
懸

少
年
の
非
行
化
防
ご
う

地
域
ぐ
る
み
で
愛
の
ひ
と
声
を

夏
休
み
は
、
児
童
、
生
徒
が
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
、
海
・
山
で
の
行
楽
な
ど

自
由
時
間
が
多
く
な
り
、
生
活
が
不
規

則
に
な
り
が
ち
で
、
わ
ず
か
な
誘
惑
か

ら
少
年
か
非
行
に
走
り
や
す
い
時
期
で

す
。◎

規
則
正
し
い
生
活
と
親
子
の
対
話

で
非
行
防
止
を
。

◎
地
域
が
み
ん
な
で
、
少
年
を
非
行

か
ら
守
ろ
う
。

◎
こ
ど
も
の
交
友
関
係
や
行
動
、
生

清
態
度
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
。

◎
非
行
や
危
険
な
遊
び
を
見
か
け
た

と
け
書
は
「
愛
の
声
か
け
」
を
／

◎
口
実
を
も
う
け
、
夜
間
外
出
や
外

泊
を
し
た
が
る
と
き
は
よ
く
往
事
雪

自
動
車
事
故
も
ふ
え
ま
す

体
調
整
え
安
全
運
転
を

夏
は
暑
さ
に
よ
っ
て
注
意
力
が
散
漫

に
な
り
、
い
ら
い
ら
運
転
や
居
眠
り
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
に
入
る
と
こ
ど
も
の

戸
外
で
の
活
動
が
多
く
な
り
、
小
甲
学

生
の
自
転
車
事
故
、
高
校
生
の
バ
イ
ク

等
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

◎
運
転
者
は
十
分
睡
眠
を
と
っ
て
体

調
を
と
と
の
え
、
「
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

す
ぎ
」
「
無
理
な
追
趨
し
」
な
ど
を
や

也
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ど
も
は
、
自
分
に
あ
っ
た
自
転

若
選
ば
せ
、
交
差
点
な
ど
で
は
必
ず

一
時
停
止
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。◎

高
校
生
で
も
免
許
を
も
っ
て
運
転
・

す
る
か
ぎ
り
、
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と

同
様
の
社
会
的
責
任
が
生
じ
ま
す
。
正

し
い
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

水
の
事
故

こ
ど
も
の
水
の
事
故
は
一
家
を
悲
し

み
の
底
に
つ
き
落
し
ま
す
。
こ
の
水
の

事
故
が
毎
年
た
え
ま
せ
ん
。
幼
い
生
命

を
み
ん
な
の
注
意
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

解
放
的
、
露
出
的
な
生
桁
環
境
か
ら

性
犯
罪
が
増
加
し
ま
す
。
特
に
壊
近
の

性
犯
罪
は
車
を
利
用
し
た
も
の
が
多
く

犯
行
の
手
段
、
方
櫨
も
感
質
に
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
被
害
防
止
の
た
め
、
つ

ぎ
の
こ
と
は
ぜ
ひ
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
知
ら
ぬ
男
の
車
に
は
ぜ
っ
た
い
に

乗
ら
な
い
。
「
送
っ
て
あ
げ
よ
う
」

「
ド
ラ
八
フ
し
よ
う
」
な
ど
の
こ
と
ば

に
誘
わ
れ
ず
、
は
っ
き
り
と
断
わ
り
ま

し
ょ
う
。

◎
女
性
の
夜
道
の
一
人
歩
き
は
さ
け

ま
し
ょ
う
。

◎
お
そ
わ
れ
た
と
き
の
用
心
に
、
護

身
用
二
一
〇
番
ブ
ザ
ー
″
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。

◎
女
性
だ
け
の
少
人
数
の
キ
ャ
ン
プ

や
夜
の
海
水
浴
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

海
水
浴
場
な

ど
　
の
　
防
　
犯

海
水
浴
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
で
は

行
楽
客
に
対
す
る
「
た
か
り
」
．
「
い
や

か
ら
せ
」
「
卑
わ
い
な
行
為
」
が
多
く

な
り
ま
す
。
ま
た
置
引
き
や
駐
車
中
の

車
か
ら
の
盗
難
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
防

止
の
た
め
、
い
ん
ね
ん
を
つ
け
ら
れ
た

り
、
い
や
が
ら
せ
を
う
け
る
よ
う
な
ス

キ
を
与
え
な
い
。
◎
車
内
に
は
貴
重
品

を
置
か
な
い
な
ど
も
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

県
道
、
市
町
村
道
に
つ
い

て
の
行
政
相
談
に
応
じ
ま

す
」こ

の
行
政
相
談
は
、
県

道
、
市
町
村
道
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
撃
意
見
等

を
皆
さ
ん
の
立
場
に
た
っ

て
お
聞
き
し
、
解
決
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば

・
道
路
、
側
溝
の
排
水
が

惑
い
の
で
困
っ
て
い
る
。

。
道
路
に
不
法
占
用
物
件

が
あ
る
の
で
困
っ
て
い
る

等
。日

ご
ろ
、
皆
さ
ん
が
道

路
に
関
し
て
因
っ
て
お
ら
れ

県道・町道の不満解決に

行政相談のご利用を
ど
相
談
く
だ
さ
い
∵
　
冊

を
瑞
相
誹
郎
懸

当
九
州
管
区
行
政
相
談
委
細

展
　
水
巻
町
頃
米

電
話
（
六
九
こ
　
刷

久
保
択
慧

な
お
つ
ぎ
の
日
に
は
ふ

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
ど
相
脚

鋲
を
う
け
ま
す
。

◎
七
月
二
十
四
日
　
…

時
間
十
三
時
～
十
酬

六
時

と
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
等
気
づ
い

場
所
町
民
会
館
　
聞

時
間
捕
誹
．
一

場
所
水
巻
町
役
場
別
館
　
仙

万
ｌ
の
事
故
に
そ
な
え
て

一
国
一
円
の
交
埴
共
．
′
へ

こ
の
制
度
は
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
＝
つ
、
相
互
扶
助
を
基
本
に
し
た
共
済
制

に
あ
わ
れ
た
方
の
急
場
を
し
の
ぐ
こ
と
度
で
す
。

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
皆
さ
ん
が
、
◇
加
入
資
格

わ
ず
か
な
掛
金
を
出
し
あ
い
交
通
事
故
　
川
北
九
州
市
、
車
間
市
、
水
準
芦

に
あ
っ
た
と
き
の
役
に
立
て
よ
う
と
い
　
嵐
、
岡
垣
、
婆
、
行
橋
市
、
苅
田

■
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．
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∬
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六
九
〇
人
が
参
加

▽
一
般
男
子
　
優
　
勝
．
水
巻
役
場

準
優
勝
　
入
江
興
産

▽
一
般
女
子
　
優
　
勝
　
入
江
興
産

町
▼
民

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
六
月
十
日
、
町

教
委
会
主
催
で
町
民
の
体
意

と
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

町
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
は
つ
ら

つ
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
荘
年

ま
で
六
百
九
十
名
の
選
手
彗
員
が
参

加
、
楽
し
さ
の
中
に
も
白
鼠
ず
る
競
技

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
由
で
も
人
気
は

マ
マ
サ
ン
バ
レ
ー
、
「
あ
ら
あ
の
奥
さ

ん
太
っ
て
る
割
に
動
き
が
権
い
わ
ね
」

「
私
で
も
で
き
そ
う
よ
、
来
年
か
ら
で

る
か
な
」
と
応
援
席
も
に
ぎ
や
か
。
水

中
あ
と
に
建
没
さ
れ
た
体
育
館
も
八
月

．
一
日
に
は
開
館
さ
れ
、
体
育
を
通
じ
て

明
る
い
地
域
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
進
む

こ
と
が
朝
が
さ
れ
ま
す
。

体
　
育
　
大
　
会

轟
特
異
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

パ
レ
ポ
ー
ル

準
優
勝

▽
中
蛍
弟
子
　
優
　
勝

準
優
勝

▽
甲
蛍
女
子
　
優
勝

準
優
勝

わたしのアタックすごいでしょ

ママさん奮戦の－こま

▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
郎

優
　
勝
　
下
ニ
Ａ

準
優
勝
　
下
ニ
Ｂ

轟
　
球

▽
一
般
男
子
健
勝
滝
北
久
敏

堕
優
勝
　
犬
伏
靭
利

▽
一
般
女
子
優
勝
真
鍋
道
子

準
優
勝
　
獲
聖
女
ユ

▽
中
学
男
子
　
優
勝
　
西
口
蹄
者

準
優
勝
　
石
塔
肇

▽
中
学
女
子
　
優
勝
　
熊
野
草
子

準
優
勝
　
近
藤
憧
子

▽
壮
年
の
郎
優
勝
　
犬
伏
靭
利

準
優
勝
　
真
鍋
　
絞

軟
式
庭
球

▽
一
般
の
郎
（
ダ
フ
ル
ス
）

優
　
勝
　
安
達
・
宝
徳
組

準
優
勝
　
青
田
・
武
田
組

▽
中
学
男
子
　
健
勝
　
芦
屋
中

準
優
勝
　
水
巻
申

▽
中
学
女
子
優
勝
水
巻
甲

準
優
勝
　
声
唇
甲

剣
　
遺

▽
象
五
年
優
勝
朝
林
草
書

準
優
勝
　
黒
木

▽
小
空
ハ
年
優
　
勝
　
梶
原
孝
博

準
優
勝
羽
田
野
大
二
郎

▽
小
学
女
子
優
勝
小
田
多
賀
子

準
優
勝
　
糎
□
か
お
り

▽
中
学
ｌ
年
優
勝
　
小
原
恵
－

準
優
勝
　
原
田
重
陽

▽
中
学
二
年
優
勝
　
井
上
貴
二

準
優
勝
　
出
島
喜
隆

▽
中
学
－
1
扉
優
　
勝
　
白
石
畢
朗

準
優
勝
　
尾
崎
正
勝

▽
中
盤
女
子
　
優
勝
　
井
地
線
恵

準
優
勝
　
瓜
生
理
志

▽
南
牧
の
部
優
勝
　
細
川
遭
利

－
準
優
勝
　
山
路
鏡
馴

▽
一
般
の
郎
優
勝
清
水
秋
穂

準
優
勝
　
水
城
　
潔

▽
ス
ポ
ー
ツ
盆
苗
の
部

優
　
勝
　
机

準
優
勝
　
猪
熊

弓
．
適

▽
団
体
戦
　
優
勝
　
岡
垣
町

埠
優
勝
　
三
菱
化
成
Ｂ

▽
女
子
の
郎
優
　
勝
　
営
滑
子

準
優
勝
　
国
友
久
枝

犀
川
、
豊
津
、
勝
山
町
に
居
住
し
て

い
る
か
、
艶
し
て
い
る
者
。

◇
出
資
金

一
世
帯
百
円
、
（
二
年
目
か
ら
不

要
）

◇
掛
金一

人
年
率
ｌ
育
六
十
円
、
た
だ
し
同

ｌ
世
帯
二
人
以
上
加
入
の
と
き
は
、
二

人
目
か
ら
ｌ
舌
円
と
な
り
て
い
葺

◇
共
済
期
間

出
資
金
、
掛
金
を
そ
え
て
申
込
ん
だ

翌
日
の
義
時
か
ら
向
う
】
年
間
で

す
。

◇
対
象
と
な
息
事
故

自
動
耳
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、

荷
車
、
桝
濃
、
汽
車
、
電
耳
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
、
リ
フ
ト
嵐
障
機
、
北
九
州

市
営
渡
船
な
ど
の
焼
物
に
よ
る
人
身
事

故
に
限
り
ま
す
。

◇
見
舞
金

ｌ
等
級
　
死
亡
の
場
合

五
十
万
円
以
内

体
育
セ
ン
タ
ー
の
開
館

八

月

一

計

か

ら

旧
水
中
跡
地
に
建
設
さ
れ
て
い
た
体
育
－
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
卓
球
な
ど
が
で
き

セ
ン
タ
ー
が
ほ
ば
完
成
し
、
八
月
一
日
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
運
営
は
町
教

の
開
館
日
を
ま
っ
で
い
ま
す
。
　
　
董
会
が
行
な
い
ま
す
。
僅
用
申
し

こ
の
施
設
は
雇
用
促
冶
事
業
団
が
建
込
み
、
料
金
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
教

放
し
た
も
の
で
す
が
」
施
投
は
バ
レ
董
会
へ
　
屯
六
〇
－
四
三
二
一

ニ
等
級
　
不
具
、
廃
疾
に
な
っ
た
時

三
十
万
円
以
内

三
等
級
　
六
ケ
月
以
上
十
一
ケ
月
米

酒
の
休
業
治
療
を
要
す
る
時

五
万
円
以
内

五
等
級
一
ケ
月
以
上
三
ケ
月
未
満

の
休
業
治
療
を
要
す
る
時

二
万
円
以
内

六
等
級
－
週
間
以
上
一
ケ
月
未
満

の
休
盤
搭
蝶
を
婆
す
る
時

五
千
円
以
内

◇
見
舞
金
を
受
け
る
に
は

次
の
書
類
を
準
え
て
役
場
交
通
蔑

係
に
請
求
す
る
だ
け
で
簡
単
で
す
・
ノ

川
事
故
柾
明
春
、
∽
瞼
断
書
、
㈹
加

盆
、
囲
印
か
ん
な
ど
。

触
緋
加
入
及
び
新
規
の
申
込
み
を
、

侮
日
受
付
け
て
い
ま
す
。
加
入
さ
れ
る

方
、
又
く
わ
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
水
巻
町
役
場
、
住
民
相

絞
童
へ
ど
う
ぞ
。

電
話
　
六
〇
∵
－
四
三
二
一
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良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

抽
冊
構
松
真
紀
子
ち
ゃ
ん

六
月
二
十
八
日
に
町
民
会
館
で
行
な

わ
れ
た
母
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
郡
大
金
で
、
下
二
町
住
の
櫓
松
真
紀

子
ち
ゃ
ん
と
佐
和
子
さ
ん
が
み
ご
と
一

位
と
な
り
、
八
月
に
実
施
さ
れ
る
県
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
遠
賀
保
健
所
、
遠
賀
、

中
間
歯
科
医
師
会
の
主
催
で
歯
科
衛
生

如
拙
の
普
及
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
ご
ろ
は
む
ー
歯

の
な
い
子
供
の
方
が
少
な
く
審
査
員
を

な
げ
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
水
巻

町
で
は
一
七
一
名
が
参
加
し
ま
し
た

が
、
む
し
歯
の
な
い
子
は
た
っ
た
の
三

十
名
、
発
育
期
の
た
い
せ
つ
な
歯
が
こ

れ
で
は
と
心
配
さ
れ
ま
す
。
優
勝
し
た

真
紀
子
ち
ゃ
ん
の
母
親
佐
和
子
さ
ん
は

「
特
に
気
を
つ
け
て
も
い
ま
せ
ん
が
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
を
な
る
だ
け
与
え

な
い
よ
う
に
し
て
、
ま
だ
し
っ
か
り
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
朝
と
ね
る
前
に
歯

み
が
き
の
練
習
を
さ
せ
て
い
る
く
ら
い

で
す
」
と
繕
っ
て
い
ま
す
。

甘
い
も
の
に
取
り
ま
か
れ
て
い
る
子

供
の
歯
を
守
り
、
丈
夫
に
育
て
る
た
め

に
は
、
お
母
さ
ん
の
し
っ
か
り
と
し
た

し
っ
け
が
た
い
せ
つ
な
よ
う
で
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
（
水
巻
町
関
係
）

遠
母
柵
松
佐
和
子
下
二

子

二
位
　
母子

四
位
　
母子

〃
真
紀
子
町
住

川
崎
　
順
子

〃
　
文
子

畑
中
　
康
子

〃
　
ｌ
人

国
の
戸
籍
手
数
料
令
が
変
わ
り
、
七
旦
日
か
ら
戸
　
除
籍
の
牌
、
抄
本
の
交
付
▽
戸
籍
、
除
籍
の
膳
、
抄
本
の

籍
関
係
渚
征
明
音
等
の
手
数
料
が
、
五
十
円
か
ら
七
十
　
記
章
項
証
明
啓
や
そ
の
記
章
項
に
変
更
が
な
い
こ

円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
定
料
金
は
全
国
と
こ
の
市
　
と
の
証
明
書
の
交
付
▽
戸
籍
に
関
す
る
届
出
、
申
請
の

繍
鍔
錮
難
航
　
戸
籍
関
係
の
証
明
書
な
ど
　
踊
絹
瞞
摘
㍍

桟
を
つ
け
て
く
だ
　
　
五
十
円
か
ら
七
十
円
に
　
醜
鍔
錮
紹

◎
も
十
円
の
手
数
料
と
な
っ
た
も
の
　
　
　
　
　
　
◎
五
百
円
の
手
数
料
と
な
っ
た
も
の

戸
籍
簿
、
除
籍
簿
、
戸
籍
に
関
す
る
届
苧
申
緒
害
　
　
婚
姻
、
離
婚
、
麓
字
縁
組
、
養
子
離
縁
、
隠
知
届
出

そ
の
他
市
町
村
長
の
受
理
し
た
書
類
の
閲
寛
▽
戸
籍
、
　
の
受
理
証
明
書
。
・

八
月
十
日
（
金
）
宗
像
町
役
場

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
年
後
三
時

○
義
眼
、
眼
鏡
交
付
（
修
理
）
請
求
者

の
相
談
日
。

七
月
三
十
一
日
（
火
）
午
後
一
時

飯
塚
市
総
合
庁
舎
、
四
階
夢
二
会

憩
室

八
月
二
十
一
日
（
火
）
年
前
十
時
単

福
岡
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

（
大
野
城
市
・
曙
町
）

※
当
日
は
必
ず
「
印
鑑
」
及
び
「
戦
傷

病
者
手
帳
」
を
ビ
持
参
く
だ
さ
い
。

遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
な
ど
の
国
庫
債
券

担
保
貸
付
と
買
上
げ
償
還

戦
没
者
、
戦
傷
病
者
等
の
寮
、
戦
没

者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支

給
法
、
お
よ
び
戦
没
者
の
過
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
に
も
と
づ
く
国

庫
債
券
の
担
保
貸
付
と
買
上
げ
償
還
が

本
年
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

買
上
げ
償
還
の
対
象
と
な
る
国
庫
債

券
、
限
度
額
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い

涼
し
い
勉
強
室

第

三

保

育

園

二

階

冷
房
完
備
の
町
立
学
習
等
供
用
施
設

（
古
賀
区
・
第
三
保
育
園
二
階
）
を
今

年
も
涼
し
い
勉
強
室
と
し
て
、
学
生
、

生
徒
を
対
象
に
開
放
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

今
年
か
ら
は
勉
強
の
お
て
つ
だ
い
が

で
き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
図
着
を
備

考
み
な
さ
ん
の
利
用
を
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。
聞
役
期
間
、
開
館
時
間
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
開
設
期
間
　
七
月
二
十
一
日
か
ら

人
月
三
十
一
日
ま
で

二
、
開
館
時
間
　
八
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で

三
、
使
用
料
　
無
料

四
、
休
館
日
　
辱
日
曜
、
祭
日
と
七
月

二
十
六
日
は
特
別
に
休
館
し
ま
す
。

結
核
検
診

つ
ぎ
の
と
お
り
結
核
換
珍
の
た
め
の

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
を
行
な
い
ま
す
。
眩
当
者
は
ぜ
ひ
お

う
け
く
だ
さ
い
。

一
、
該
当
者

生
後
三
カ
月
⊥
ニ
十
才
未
満
の
者

二
、
日
　
時

①
ツ
反
検
査
．
七
月
二
十
五
日

十
四
時
～
十
五
時

①
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
七
月
二
十
七
日

十
四
時
～
十
五
時

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
ツ
反
応
判
定
結
果

が
陰
性
、
疑
陽
性
の
者
の
み

三
、
場
所
　
町
民
会
館
　
日
本
間

四
、
料
金
　
無
料

身
体
障
害
者

巡
回
相
談

身
障
者
に
対
し
て
医
学
的
判
定
を
行

な
う
と
と
も
に
、
必
要
な
総
合
的
相
談

に
応
じ
ま
す
。

○
と
奮
、
と
こ
ろ

四
十
八
年
七
月
十
九
日
、
午
前
九
時

か
ら
芦
屋
町
々
民
会
館

○
相
談
内
容

の
身
障
者
手
帳
交
付
に
関
す
る
判
定

（
た
だ
し
内
部
疾
患
を
除
く
）

∽
更
生
医
療
の
要
否
判
定

川
補
装
具
の
交
付
、
修
理
の
判
定

伸
更
生
援
護
ま
た
は
福
祉
施
設
へ
の

入
所
相
談
。

的
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

○
対
象
者

身
体
に
機
能
的
障
害
希
有
し
、
身
牌

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
、
お
よ
び
身
障
者
手
帳
所
持
者
で
、

用
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
相
鋲
の
必
要
性

の
あ
る
者
。

戦
傷
病
者
の
補

装
具
支
給
相
談

○
と
き
、
と
こ
ろ

八
月
三
日
（
金
）
直
方
市
公
会
堂

身
体
障
害
者
職
巣
講
習
会

簿
記
・
和
文
タ
イ
プ
・
珠
算
な
ど

こ
の
講
習
会
は
、
事
務
的
職
種
に
就

職
す
る
こ
と
が
適
当
な
身
体
障
害
者
に

対
し
て
、
必
要
な
基
礎
的
知
綿
と
技
能

を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
能

力
を
高
め
て
、
身
障
者
の
雇
用
促
進
を

図
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

受
清
要
領
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
、
期
間
　
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月

二
十
四
日
ま
で
。

八
月
九
日
（
木
）
八
幡
区
大
谷
公
民
館
二
、
会
場
　
福
岡
経
理
専
門
学
校

福
間
市
中
央
区
大
湊

三
、
講
習
科
目
　
簿
記
、
珠
算
、
和
文

タ
イ
プ

四
、
受
講
料
　
無
料

五
、
申
込
期
限
　
七
月
二
十
一
日
ま
で

六
、
応
募
資
格
　
身
体
障
蜜
暑
、
結
核

回
復
者
。

申
込
み
お
よ
び
く
わ
し
い
こ
と
は
、

近
く
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

役
場
腐
生
課
（
電
堅
ハ
〇
一
－
四
三
二

一
番
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

視
力
障
害
セ
ン
タ
ー

入
所
者
募
集

昭
和
四
十
九
年
度
国
立
相
聞
視
力
障

害
セ
ン
タ
ー
入
所
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
入
所
資
格

視
力
障
害
者
（
身
障
手
帳
の
所
持

者
）

二
、
受
付
場
所
　
遠
賀
福
祉
事
務
所

三
、
線
出
期
限
十
一
月
二
十
日

四
、
入
所
関
係
用
紙
は
遠
賀
福
祉
事
務

所
で
交
付
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
所
に
聞

合
せ
く
だ
さ
い
。
．

電
堅
ハ
〇
一
－
三
二
一
。

気

を

つ

け

よ

う

プ
ロ
パ
ン
の
取
り
扱
い

塘
殊
登
月

シ
り
「
ズ

前
回
、
本
町
に
念
願
の
適
性
就
学
指

導
委
員
会
が
発
足
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
特
殊
教
育
の
必

要
性
と
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
革
も

大
き
な
問
題
点
に
つ
い
て
そ
の
要
点
を

述
べ
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。

不
幸
に
し
て
、
心
身
に
な
ん
・
易
の

先
天
的
ま
た
は
後
天
的
な
陣
事
を
も

つ
、
い
わ
ゆ
る
特
殊
教
育
対
象
児
の
出

現
率
は
、
現
在
全
国
的
に
見
て
約
四
％

と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
割
合
か
ら
す

れ
ば
水
巻
町
の
児
童
生
徒
三
、
六
〇
〇

人
の
中
に
は
、
大
体
一
四
〇
虚
程
度
で

す
が
、
本
町
で
は
や
や
高
率
で
、
現
在

確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
一
七
〇
考
そ

の
中
で
特
殊
学
級
に
入
級
し
て
い
る
も

の
は
、
小
学
校
十
七
名
、
中
学
校
十
八

名
で
合
計
三
十
五
名
に
す
ぎ
ま
せ
ん
、

こ
れ
は
按
当
児
の
教
育
相
談
と
入
級
指

導
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
、
ほ

っ
を
り
と
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
す
べ
て
の
国
民
は
憲
法

二
士
ハ
粂
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
権

な
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

不
革
に
し
て
心
身
に
障
害
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
特
殊
学
級
を
投

げ
て
き
め
こ
ま
か
な
教
育
を
行
な
い
、

あ
る
い
は
養
護
学
校
を
時
投
し
て
子
ど

も
の
も
つ
そ
の
障
害
を
養
護
し
っ
つ
適

正
な
教
育
を
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の

子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
で

子
の
生
涯
を
支
え
て
自
分
な
り
に
生
き

て
い
く
力
が
つ
か
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ

は
決
し
て
幸
せ
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ

う
。
私
の
今
ま
で
の
経
験
で
は
、
学
校

内
に
お
け
る
教
師
相
互
の
珪
解
と
協

力
、
児
童
生
籍
互
の
差
別
感
の
除
去

と
と
も
に
、
核
当
児
を
も
た
れ
る
家
底

の
方
の
ど
理
解
、
ど
協
力
こ
そ
が
現
時

子
供
に
は
能
力
に
応
じ
た
教
育
を

必

利
を
保
障
さ
れ
て
お
り
、
親
は
そ
の
保

護
す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
う
け
さ
せ

る
義
務
を
負
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人

が
有
す
る
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
人
間
尊
重
の
精
神
を
基

本
と
し
、
そ
の
子
に
と
っ
て
最
も
適
切

で
あ
り
か
つ
効
果
的
な
方
法
に
よ
っ
て

要
な
周
囲

あ
り
、
も
し
こ
の
こ
と
を
他
の
子
ど
も

と
あ
た
か
も
差
別
あ
つ
か
い
に
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
お
考
え
の
方
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
大
を
な
誤
り
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

普
通
学
級
で
と
り
残
さ
れ
な
が
ら
、

と
に
か
く
卒
業
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

の
理
解

点
に
お
け
る
革
も
霊
要
な
問
題
点
で
は

な
か
ろ
っ
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
殊
学
級
入
級
の
こ
と
で
、
い
ち
ば

ん
よ
く
理
解
と
決
断
を
示
し
て
い
た
だ

く
の
は
、
だ
い
た
い
お
父
さ
ん
で
あ

り
、
な
か
な
か
ど
同
者
を
い
た
だ
け
な

い
の
が
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
方
の

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
女
性
の
愛
情
こ
ま

や
か
な
お
気
持
ち
か
ら
し
て
の
ど
判
断

で
、
入
級
を
お
す
す
め
す
る
者
に
と
っ

て
も
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
、
こ
の
子
が
両
親
な

き
後
、
一
人
で
生
き
ぬ
く
人
間
に
な
る

た
め
に
、
ヰ
選
ぶ
べ
き
最
艮
の
方
法
は

何
で
あ
る
か
を
冷
静
に
判
断
し
て
い
た

だ
い
て
、
私
ど
も
の
し
ご
と
に
ど
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。
当
委
員
会
で
は
、
耳
門
家
や
医
師

の
方
々
の
ど
協
力
を
得
て
、
該
当
す
る

か
も
知
れ
な
い
児
童
、
生
碧
慎
重
に

珍
断
し
、
ま
た
教
育
相
談
に
応
じ
、
そ

の
も
っ
と
も
適
切
な
教
育
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
、
特
殊
学
級
へ
の
入
級
指
導

を
も
含
め
て
、
こ
の
仕
事
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
か
関
係
の
ご
父
兄
は
も
と
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
の
問
題
に
対

す
る
ど
理
解
と
ど
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

教
育
長
　
柴
田
正
生

最
近
家
虚
で
使
用
す
る
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
に
よ
る
火
災
が
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ガ
ス
裏
金
に
使
う
た
め
、

つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
な
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
コ
ッ
ク
知
は
確
実
に
し
め
ま
し
ょ

う
。

▽
ホ
ー
ス
の
つ
な
ぎ
目
は
確
実
に
。

▽
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
点
検
は
し
っ

か
り
と
。

▽
立
ち
消
え
は
事
故
の
も
と
、
無
こ

ぼ
れ
や
風
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

プロパンのガスもれが確固と思われる鵜熊での火災跡

▽
ボ
ン
ベ
は
屋
外
に
置
き
、
日
光
の

直
射
を
さ
け
、
転
倒
防
止
の
設
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ね
る
前
、
外
出
時
は
ガ
ス
の
元
せ

ん
を
し
め
る
の
を
忘
れ
ず
に
。

お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
転
居
先

つ
ぎ
の
方
は
吉
田
区
に
住
民
登
録
が

あ
り
ま
す
か
、
七
月
－
日
現
在
の
住
民

実
態
関
査
の
緒
果
同
区
に
現
在
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
れ
ば
至
急
住

民
係
に
現
住
所
を
お
届
け
く
だ
さ
い
。

な
お
異
動
先
き
存
知
の
方
が
寧
ら

れ
ま
し
た
ら
、
住
民
係
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

杉
本
ア
サ
ヱ
　
中
村
ハ
ツ
メ

〃
ア
サ
ノ
　
平
野
　
滞
春

西
川
　
寛
　
　
〃
ミ
サ
ヨ

〃
　
節
子
　
小
原
千
代
次
郎

松
本
ヒ
サ
子
　
　
〃
　
京
子

〃
み
ゆ
き
　
小
原
　
康
稔

か
美
津
子
　
　
〃
　
串
代

々
は
つ
み
　
　
〃
　
剛
文

ま
た
他
地
区
の
方
で
も
、
住
居
を
移

し
て
、
住
民
登
録
の
異
動
届
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
至
急
届
け
出
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
礼
申
し
あ
げ
ま
ず

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
方
か
ら
杜
轟
祉
協
散
会
へ
ど
寄
贈
か
あ

り
ま
し
た
。
ど
冥
補
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
　
倉
原
　
珊
市

散
　
開
　
八
吾
丁

故
　
小
長
野
秀
男

故
　
栗
田
　
敏
雄

故
　
大
坪
　
京

故
　
原
田
カ
メ
ノ

故
　
福
田
　
リ
ソ

般殿殿殿取扱放

合
原
　
徳
治
．
殿

岡
　
有
憧
　
殿

小
長
野
ス
マ
子
鹿

栗
田
　
晴
敏
　
殿

大
坪
キ
ヌ
　
殿

原
田
一
知
　
殿

補
田
　
借
二
　
段

帯涛意軍曹壷業
住　　地


